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実施内容 

（１）研修体制の概要 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

○堺市教育委員会は、小・中・高等学校の校教員を対象とする指導力及び英語力向上のための研

修を、大学等の外部専門機関と連携して実施する。各研修参加者は、自校において研修内容を

周知するとともに、指導力向上に向けた取組を推進する。 

 

○初等教育研究会、中学校教育研究会では、優れた指導力を有する教員の協力のもと、全市の教

員を対象とした研修を行い、教員の英語力及び指導力の向上を図るとともに、持続性のある自

律した研修体制を構築する。 

 

（２）英語教育の状況を踏まえた目標管理 

以下①～⑥⑧について、「英語教育実施状況調査」等の結果を踏まえ、本市では令和２年度の目

標を以下の通り設定する。 

 

① 求められる英語力を有する教員の割合 

 R２目標値 

中学校 ３０ 

高等学校 ８５ 

 ⇒研修等で教員の英語力向上を図るとともに、教員の自己研鑽を引き続き促し、外部試験

等の受験を推奨する。中学校においては、英語の授業は英語で行うことへの転換を図る

なかでも、教員の意識を高める。 

 

② 求められる英語力を有する生徒の全生徒に占める割合  

 R１達成値 R２目標値 

中学校 ４６ ５０ 

   ⇒英語教育実施状況調査における、求められる英語力を有する生徒の割合は毎年度増加が

見られる。中学校英語科の授業改善を進めるにあたっては、教員が言語活動を通した指

導を理解し、実際に活用できる技能をバランスよく育成することで、生徒の英語力向上

を図る。 

 

③「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の形式による学習到達目標の整備状況の割合 

 設定 公表  達成状況の把握 

中学校 １００ ２０（前年度＋１３） ３５（前年度＋９） 

高等学校 １００ １００ ２５（前年度＋２５） 

⇒中学校においては、平成２８年度全ての学校において、ＣＡＮ－ＤＯリストを設定した。 

設定後の適切な活用が課題である。活用方法について、具体的な取組事例等を共有し、

計画的な生徒の英語力育成につなげる。 
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④ 授業における、生徒の英語による言語活動の占める割合  

 R１達成値 R２目標値 

中学校 ５８ ６０ 

高等学校 １００ １００ 

⇒中学校では、中学１年で授業６～７割程度が言語活動の時間であるが、学年が進むにつ

れその値は下がる傾向にあり、中学３年では５割程度となる。どの学年においても、「言

語活動を通した指導」を行う必要がある。引き続き、項目⑤と合わせ、実施を促すこと

ができるよう研修の主たるテーマとする。 

 

⑤ スピーキングテスト及びライティングテスト等のパフォーマンステストの実施状況（回数） 

  スピーキング ライティング 

中学校  ３ ３（前年度＋２） 

高等学校 

コミュニケーション英語Ⅰ ４ ２ 

コミュニケーション英語Ⅱ ５ ３ 

コミュニケーション英語Ⅲ ５ ３ 

英語表現Ⅰ ３ ２ 

英語表現Ⅱ ３ ３ 

⑥ 授業における、英語担当教員の英語使用状況 

 R１達成値 R２目標値 

中学校 ５７ ６０ 

高等学校 １００ １００ 

⇒中学校においては、各学年、学期に１回以上のパフォーマンステスト実施を促すととも

に、スピーキングテストについては複数の種類を実施するよう促す。ＣＡＮ－ＤＯリス

トを活用し、英語科の教員間、また教員と生徒とめざす英語力を共有し、表現する力を

高める授業づくりを行う。また、授業における教員の英語使用状況は６０％を目標値と

し、生徒の学習状況は理解の程度に応じた英語で授業を進めることをめざす。中学校教

育研究会を通じて、英語で授業を進める教員の取組事例を発信し、指導方法の改善を促

す。 

 

⑧ 域内の全ての学校における、研修実施回数、研修受講者の人数及び全担当教員に占める割合 

 実施予定回数 受講者数 

小学校 ５ ４５０ 

中学校 ５ ２００ 

高等学校 ２ ５ 

⇒学校現場の課題や教員のニーズを的確に把握し、課題解決及び教員の資質向上に向けた

研修を実施する。 

⇒小学校では、教科書の活用と指導と評価の一体化について研修を実施する。中学校では、

項目⑥より英語による授業に課題があることから、新学習指導要領に基づく指導方法に

ついて、さらに理解を深めとともに、具体的な指導方法について研修を行う。 

 

○小学校新規採用者における「専科指導教員に求める一定の英語力」を満たしている教員の割合

年度ごとの目標値 

 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 

目標値 １５ ２０ ３０ ４０ ４５ ５０ 
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（３）研修の体系と内容の具体 

（令和２年度研修の方向性） 

○小学校３・４年外国語活動及び小学校５・６年外国語科指導者の育成 

⇒小学校における外国語指導者の層を厚くする為、指導力向上に向けた研修を行う。 

 

○小中一貫した英語指導力の向上 

  ⇒小中高の英語教育の円滑な接続と長期的な視点での英語教育の在り方を意識した内容とし 

て、小中、中高の連携研修を実施し、教員に小中高接続への意識付けを行う。 

  ⇒校種別で行う英語指導力向上研修に、接続する他校種の教員や専科教員の参加を可能にし、 

校種間の教員同士の連携を図るとともに、市全体の英語指導力向上を図る。 

 

○各校種における部会との連携 

⇒中学校教育研究会英語部会や初等教育研究会外国語活動部会及び教育委員会主催の研修会

において実践報告や研修講師を行い、授業改善にむけた様々な事例や取組を全市に普及さ

せることを通して英語教育の質的改善を図る。 

 

 

（研修の内容の具体） 

○「外国語活動・外国語科指導者研修」（小学校 教員対象） 

  ⇒「言語活動」をとおした指導の在り方について研修を開催する。講義、ワークショップの

２つを通して、言語活動を意識し指導計画を立て指導ができるようになることを目標とす

る。 

  ⇒外国語科の指導と評価についての理解を深めるための研修を行う。 

 

○「英語指導力向上研修」（中高等学校 教員対象） 

⇒英語で行う授業を全校で展開するため、必要な英語力及びそのノウハウを得る。理論や具

体的な指導方法だけでなく、オールイングリッシュによる研修を悉皆で行う。 

 

 

（一定の英語力を有する者の採用に向けた計画） 

○大学等の教員養成機関に協力を要請するとともに、目標の達成状況に応じて次のように試験制

度を変更し、一定の英語力を有する人材を確保する。 

 

  ①小中一貫【英語】の合格者（小学校免許に加え、中学校英語免許状を有する者）について、

小学校を中心に配置し、活用を図る。 

②採用試験における加点制度について、現在実施している「ＣＥＦＲ Ｂ２レベル相当以上

の英語力を有する者」に対する加点や、「小学校教諭普通免許状に加えて中学校又は高等

学校の普通免許状を有する者」に対する加点を、得点の引き上げや加点制度全体の見直し

を通じて相対的に高める。 

③「小学校の免許に加えて、中学校英語免許又は高等学校英語免許を有していること」又は

「ＣＥＦＲ Ｂ２レベル相当以上の英語力を有すること」を資格要件とした「小学校英語」

を校種等教科として設ける。 

 



目標管理書 2020年様式

※表中、斜線部は記入不要。計画段階では目標値のみ記入。

校種 № 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
①
② 求められる英語力を有する生徒の割合（％）
③ 学習到達目標の整備状況 設定（％） 100 100 100 100 100 100 100

公表（％） 25 0 25 100 100 100 100
達成状況の把握（％） 25 33 40 0 25 50 75

④ 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 90 100 90 100 100 100 100
⑤ パフォーマンステストの実施状況 

　　○スピーキングテスト（回）　 コミュニケーション英語Ⅰ 2 7 3 1 4 5
コミュニケーション英語Ⅱ 3 4 4 6 5 6
コミュニケーション英語Ⅲ 3 15 4 5 5 6
英語表現Ⅰ 2 2 2 8 3 3
英語表現Ⅱ 2 2 2 4 3 3

　　○ライティングテスト（回）　 コミュニケーション英語Ⅰ 1 6 1 1 2 3
コミュニケーション英語Ⅱ 1 1 2 0 3 3
コミュニケーション英語Ⅲ 1 7 2 1 3 3
英語表現Ⅰ 1 2 1 2 2 3
英語表現Ⅱ 1 1 2 1 3 3

　　○スピーキングテスト（回）　 英語コミュニケーションⅠ 2
英語コミュニケーションⅡ 3
英語コミュニケーションⅢ 3
論理・表現Ⅰ 2
論理・表現Ⅱ 3
論理・表現Ⅲ 3

　　○ライティングテスト（回）　 英語コミュニケーションⅠ 1
英語コミュニケーションⅡ 2
英語コミュニケーションⅢ 2
論理・表現Ⅰ
論理・表現Ⅱ
論理・表現Ⅲ

⑥ 英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 100 100 100 100 100 100 100
⑧ 英語担当教員に対する研修実施回数 2 1 2 2 2 2 2

研修受講者数 5 0 5 5 5 5 5

校種 № 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
① 求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％） 30 36 40 24 30 35 40
② 求められる英語力を有する生徒の割合（％） 30 41 44 46 50 53 55
③ 学習到達目標の整備状況 設定（％） 100 100 100 100 100 100 100

公表（％） 23 10 20 7 20 25 30
達成状況の把握（％） 35 30 35 26 35 40 50

④ 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 60 66 70 58 60 65 70
⑤ パフォーマンステストの実施状況　 スピーキングテスト（回） 3 3 4 3 3 3 3

ライティングテスト（回） 3 2 4 1 3 3 3
⑥ 英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 50 55 60 57 60 65 70
⑧ 英語担当教員に対する研修実施回数 10 11 10 9 5 5 5

研修受講者数 200 267 200 265 200 200 200

校種 № 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
① 学習到達目標の整備状況 設定（％） 10 25 50

公表（％） 5 10 15
達成状況の把握（％） 10 20 25

② 小学校教員に対する研修実施回数 10 10 10 13 5 5 4
③ 研修受講者数 350 659 400 673 450 450 360

独自 № 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
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